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　㈱hokubu様よりイチゴの提供をいただき、３・

４歳児の子どもたちを対象にイチゴ狩りが行わ

れました。ホールを農園風にセッティングし、

子どもたちが実際のイチゴ狩りの雰囲気を味わ

えるよう工夫して開催。先生扮する農園のおば

さんから、収穫についての説明を受け、１人３

粒収穫しました。大好きなイチゴを目の前にと

ても楽しんでいました。その後は、実際にイチ

ゴを試食。「おいしい！」「もう１粒食べたい！」

と幸せそうにイチゴを食べる子どもの姿があり

ました。

　お楽しみ会が開催され、５歳児の子どもたち

が参加しました。夏祭りをイメージした会場を

ホールにつくり、射的、くじ引き、スーパーボー

ルすくい、ヨーヨー釣り、的あて、お面、うち

わの７つの屋台で楽しみました。子どもたち

は、はっぴを着て参加。久しぶりに見る子ども

たちのはっぴ姿はとてもかわいらしく癒されま

した。「いっぱい獲れた！」「やったー！当たっ

た！」など、とても楽しんでいる様子で、本物

のお祭りに負けない盛り上がりとなりました。

　９月30日まで「シマエナガ展」を開催してい

ます。シマエナガは、「雪の妖精」の愛称で親

しまれ、北海道に住む丸くてかわいらしい野鳥

です。展示しているのは、地域おこし協力隊の

春日井友也隊員が、１年かけて村内を駆け巡り

撮影した愛らしいシマエナガの写真。飛んだり、

木に逆さにぶら下がったり…かわいらしい姿に

思わず笑顔になるようなものばかりです。会場

では、シマエナガの生息地で録音した自然の音

が流れています。癒される空間にぜひ足を運ん

でみて下さい。

　浜鬼志別在住の藤本霞さんが、長年にわたる

教育委員としての功績が評価され、全国市町村

教育委員会連合会表彰を受賞しました。

　藤本さんは平成元年から令和元年まで教育委

員、うち平成17年9月28日から平成28年3月31日

まで教育委員長を務め、その30年間で様々なご

意見やご提言をいただき、村の教育の振興にご

尽力されました。

　稚内開発建設部石塚部長様より浅茅野老人ク
ラブ「寿会」の水口孝一氏へ感謝状が手渡され
ました。この感謝状は、浅茅野バス待合所脇の
花壇に植栽し、道路の美化に寄与されたほか、
ごみ拾いや草刈りなど責任を持った維持管理活
動を行っていることが称えられ贈られました。
表彰の感想を聞いてみると、「表彰されるなん
て思ってもいなかった。９人という少ない人数
だが、これからも頑張って活動していきたい。」
と語ってくれました。

　ジュニアスイミングスクールが３日間にわた
り水夢館で開催され、15名の子どもたちが参加
しました。Ａグループ（泳げる児童向け）では
ビート板を使ってクロールの腕の動きや呼吸の
仕方、Ｂグループ（泳げない児童向け）では水
の中を歩いたり、顔を水につける、バタ足など
の水泳の基本を学びました。
　泳げるようになる、息継ぎできるようになる、
など自分の考えた目標に向かって取り組んでい
ました。

　総合学習の一環として、知来別小学校５年生
の児童７名が役場を訪問しました。児童は、総
務課や企画政策課、教育委員会などそれぞれの
部署を回り、「大変なことは何ですか？」や「コ
ロナ渦でどんな影響を受けていますか？」など
様々な質問をしました。児童は、村の仕事につ
いて知識を深めるために、真剣に取り組んでい
る様子でした。

　認知症サポーター養成講座が行われ、13名が
参加しました。講座は、地域包括支援センター
の山田竜一副センター長が講師として、認知症
の方への望ましくない対応と望ましい対応を見
比べ、普段の生活で実際に起こりうる状況での
正しい対応の仕方や、認知症の症状や原因につ
いて詳しく学びました。また、実際にサポート
する様子の映像を見て、認知症の方だけではな
く、それをサポートする方の気持ちも理解し、
寄り添っていくことの大切さを学ぶことがで
き、とても有意義な時間を過ごしました。

日

泳ぎの技術を楽しく学ぶ
場　  ７月29日(木)～31日(土)                稚内市水夢館

長年の道路美化活動の栄誉を称えて
場日　  ８月４日(水)                浅茅野交流センター

イチゴ農園に出発！
　  ８月５日(木)                保育所場日

丸くてかわいいシマエナガ展
　  ８月２日(月)                道の駅さるふつ公園管理棟場日

長年の活動を称えて
　  ８月５日(木)                役場場日

今日は楽しい夏祭り！
　  ８月５日(木)                保育所場日

地域のお仕事を学ぼう
場日　  ７月16日(金)                役場

認知症への理解を深めて
場日　  ７月９日(金)                楽楽心
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明
あ け と

戸 魯
ろ い

偉
拓心中学校 3 年生。

運動が大好き。休日は野球

だけでなくバレーやバドミ

ントンもするとのこと。

体育祭練習の長縄跳びに笑

顔で全力でした。

川
かわたに

谷 英
ひ で お

夫
1950年 3月 30日生まれ。

趣味はスキューバダイビン

グで、海を求めて国内外を

飛び回り、今まで 30 か所

以上の海に潜ったと笑顔

だった。

川谷さんは、猿払村で生まれ育ち、
定置網漁に従事し、サケマス漁を
行ってきました。20 年ほど前まで
は、浜猿払に漁港がなく、砂浜で
の漁船の巻き下ろしに苦労したそ
うです。その後、漁船も大型にな
り、網起こし作業には、浜鬼志別
漁港や頓別漁港を利用したことも
あり、大変な時代だったが今では
いい思い出と語ってくれました。

昭和 46 年には猿払消防団に入
団。平成 27 年に消防団長に就
任し、現在まで約 50 年間にわた
り、猿払村の安全を守り続けてい
ます。消防団活動で印象に残った
ことを聞いてみると、1 日で 2 件
の火災が起きたことが特に印象に
残っているそうです。1 件目の火
災を消火し、その数時間後に再び
火災が発生。消火活動を終えた時

には、日付が変わって朝になって
いたことがあったそうです。また、
ポンプ操法の全道大会に出場した
こともあり、仲間と時間をかけて
訓練に取り組むなど、いい思い出
になっていると語ってくれまし
た。　

現在の猿払村については、村民の
要望をしっかりと聞き入れてくれ
て、パークゴルフ場もきちんと整
備してくれていてとてもありがた
い。また、漁業や酪農などの一次
産業も安定しているので、今後も
継続していってほしいと語ってく
れました。

最後に若者へ向けて、「自分の個性
を存分に生かして、いろんなこと
に挑戦してほしい」とエールを送っ
てくれました。

明戸さんは、７歳の時に始めた野
球に熱中しています。勉強よりも
ずっと野球をしていたいと語るほ
ど。現在は、野球部の他に宗谷ベー
スボールクラブにも所属していま
す。同クラブに入ったのは、先輩
に誘われ、もっと高いレベルの野
球をしたいと思ったから。８月に
開催されたZETT杯（北海道大会）
では、エースとして活躍し見事優
勝。最優秀選手にも選ばれました。

野球を通して学んだことは、コミュ
ニケーションをとることの大切
さ。「チーム競技のため、自分の気
持ちだけでなく周りの人たちがど
う思うか考えながら行動するよう
にしている」と語ります。

一番の思い出は、３年生最後の全
日本大会。終わった後、３年生だ

けでミーティングをして今までの
思い出や気持ちを語り合ったこと
が印象に残っているとのことです。

体を動かすことが好きなため、野
球だけでなく、他のスポーツで努
力して自分がどこまでいけるか試
してみたいと話していました。

釣りをしたり川でボートに乗った
り、自然のアクティビティが好き
なので、自然が多い猿払村が好き
とのこと。ただ、川にゴミが流れ
ているなど汚いところは残念と話
します。

これからは、高校まで全力で野球
に力を入れて、その後は親の漁師
を継いで、同年代の中で一番仕
事のできる漁師になりたいと夢を
語ってくれました。

今と未来のインタビュー
時代の立役者と
　　　　未来を担う若者

何事も挑戦あるのみ

高校まで全力で野球をしたい
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　鬼志別保育所の子どもたちが消防署猿払支署
へ見学に行きました。子どもたちは、道具の説
明や訓練の様子を見て、消防についての知識を
深めました。
　降下訓練では、子どもたち全員で「降下！」
と掛け声。その声に合わせて消防隊員が降下す
る様子を見て、「すごい！」「かっこいい！」と
とても興奮している様子でした。
また、放水訓練では、実際に子どもたちがホー
スを持ち、放水を行うなどして、普段は体験で
きない貴重な時間を過ごしました。

　猿払村村営牧場内にある獣魂碑前にて獣魂祭
が執り行われ、村長や東宗谷農業協同組合理事、
地域の酪農家などが参加しました。　　　　　
　これは、一生を終えた家畜の霊を供養し、感
謝の念を捧げるもので、毎年行われている大切
な行事です。

　村内における交通事故死ゼロ連続記録が1000
日を達成しました。
　猿払村交通安全運動推進連絡協議会（会長：
猿払村長 伊藤浩一）に対し、公益社団法人 北
海道交通安全推進委員会より表彰状が伝達され
ました。
　村では、交通事故死『０』の継続にむけて村
民の皆さんならびに関係機関との連帯した取組
から、次期目標である1500日達成（令和４年12
月24日達成予定）を目指します。

　北海道教育大学札幌校の学生を講師に、勉強

や様々な体験活動に取りむ小学生わくわく学

習会が開催されました。今年は、オンラインで

の開催となり、最初はお互いに緊張している様

子でしたが、アイスブレイクを通して交流を深

めました。「化石博士になろう！」をテーマに、

星の砂から化石を探したり、アンモナイトのレ

プリカ作りをしたり、牛乳パックを使ったオリ

ジナル万華鏡を作ったりしました。参加した

児童は、「大学生が丁寧に説明してくれたので、

わかりやすかった！」との感想がありました。

命に感謝
場日　  ８月18日(木)                猿払村営牧場

地域を守る施設を学ぶ
場日　  ８月20日(金)                　消防署猿払支署

交通事故死ゼロ継続中
場日　  ８月11日(水)                役場

オンラインでも楽しく
場日　  ８月９日(月)                浜鬼志別小学校




